
                                                   

  

 

 

新型コロナウイルス感染症のレベルの移行について 

 

新型コロナウイルス感染症の感染状況や医療ひっ迫の状況等を評価するためのレベルに 

ついて、病床使用率等の上昇が続いており、保健医療の負荷の状況、社会経済活動の状況、 

感染状況、近隣都県の感染状況等を勘案し、総合的に判断した結果、「レベル２」から    

「レベル３」に移行しましたので、お知らせします。 

 

 

１ レベルの移行について 

令和５年１月１２日からレベル３（医療負荷増大期）に移行 

 

【参考とする事象及び指標の状況】 

○参考とする事象 

・ 外来診療がひっ迫しているとの声が増えるとともに、救急搬送困難事案や医療従事

者の欠勤者も増加。保健医療の負荷が高まっている。 

・ 昨日時点の新規感染者数は直近７日間平均で７，６５５人。 医療の負荷を増大  

させている。 

・ 近隣県（神奈川県及び埼玉県）においてはレベル３への引き上げを行っている。 

○参考とする指標 

・ 昨日時点の最大確保病床に占める病床使用率（直近７日間平均）６２．５％、    

重症病床使用率（直近７日間平均）２１．６％ 等 

○その他 

・ 季節性インフルエンザが流行期に入っている。 

・ 冬季は例年、医療に負荷がかかりやすい。 

 

２ これまでの経緯 

令和４年１１月２９日、オミクロン株に対応したレベル分類を定め、同日、     

レベル２（感染拡大初期）と判断した。 
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